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奈良県立大学附属高等学校は、薬師寺、唐招提寺の甍を東に望む六条弥生台の丘にあり、校内には弥生時代の住居跡とされる
「六条山遺跡」があります。「奈良の再発見を通して日本と世界に貢献する」を建学の精神とする奈良県立大学を母体に、令和
４年４月に、文理や高大の垣根を越え、学校運営にも参画し、学びたいことを思い切り追究できる探究科の単科高校として開校
し、本年度は開校３年目を迎えています。
本校は、生徒の主体性と創造性を尊重した「課題探究型教育」「高度な高大連携に基づく教育」「ライフキャリア教育」「Ｉ

ＣＴ活用教育」等を通して、新たな時代を切り開くリーダーの育成を目指しています。１、２年生は、文系、理系を分けない共
通のカリキュラムを編成しています。大学のサポートを受けながら「課題研究」に取り組み、全員が「探究フォーラム」という
発表会で研究内容を発表します。高校と大学のキャンパスを行き来し研究に取り組む基盤を養い、地域に根差して探究する力の
育成を図っています。３年生には、県立大学の講義を受講し、県立大学に内部進学する県大コースを設けています。また、こう
した大学との高度な連携を通した学びは、生徒が自分の進むべき大学の学部、学科等や卒業後のキャリアをしっかり考えられる
ことに繋がっています。そして、すべての科目において情報端末をはじめとするＩＣＴ機器の活用をしており、積極的なＩＣＴ
機器の活用が反転学習や課題探究型の授業実践を推進し生徒の学力伸長の助けとなっています。
本校は、『生徒綱領』として「自立した個人として他者や社会に貢献し、何事にも挑戦する」を掲げています。「自立」とは

自らの意志で主体的に行動し責任をもつこと、「貢献」とは他者や社会への関心をもち、課題解決のために自らの能力を発揮す
ること、「挑戦」とは失敗を恐れず、新たなことや困難な課題に果敢に挑戦することです。先の見えない時代において、答えの
ない課題に立ち向かうことは非常に大切な姿勢です。本校の教育実践を通して成長した生徒たちが、奈良県立大学をはじめ多様
な進路に進むために必要な資質・能力を十分に身につけ、将来、地域社会や世界の課題に果敢に挑戦しその課題の解決に貢献で
きるよう今後も本校教育活動を充実させていきたいと思います。 （校長 石井 宏典）
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公益財団法人の使命は、「民による公益の増進」に寄与

し社会貢献を図ることにあります。

日本教育公務員弘済会（日教弘）は、明日を担う子どもた

ちの教育の充実と発展を支援する公益財団法人です。

1956年7月に創立された弘済会奈良支部（奈良教弘）は今

年68年目を迎えることになりました。創立以来、奈良県教育

委員会をはじめとする県内の各教育機関・団体から広くご支

持をいただき教育振興事業、福祉事業、共済事業(提携保険

事業)を推進し「奈良県教育」の振興に貢献させていただい

ております。

このような公益事業が推進できますのも、教職員相互の助

け合いの精神で支えられた「共済事業(提携保険事業)」の教

弘保険に依るものです。 皆様のご理解とご協力に改めてお

礼を申し上げます。現在、県内4,700名を超える教育関係者

の皆様に会員として入会していただいていますが、一昨年よ

りWeb入会申請システムを運用しさらに「たすけあいの輪」

を拡げていく所存です。今年度も、皆様方の変わらぬご理解

とご支援をいただきますよう

お願い申し上げます。

ごあいさつ

■奨学事業 無利子で奨学金を貸与・給付

■教育研究助成事業 教育研究や実践活動を支援

■教育文化事業 豊かな文化をはぐくむために

■福祉事業 くらしにうるおいをお手伝い

■共済事業 教職員のための教弘保険

弘済会奈良支部のおもな事業

・杉岡 博幸 元公立中学校校長

・浅田 重義 元県立高等学校校長

・辻本 雄一 元公立小学校校長

・松本 哲志 元国立小学校校長

・棚橋 尚子 大学教授

・市原 敬子 県立高等学校教頭

・小山 篤史 公立中学校校長

・前田 雅起 公立小学校校長

教育振興事業選考委員

教育実践研究論文審査委員

・小谷 隆男 県教育次長

・井上 直規 公立中学校校長

・井上 久世 公立小学校校長

・子守 秀典 公立小中学校校長

・和田江利子 県国公立幼稚園･こども園長会会長

・高田 聡 県小学校長会会長

・村井 亮 県中学校長会会長

・山内 祐司 県高等学校等校長協会会長

・川合 浩司 県特別支援学校長会会長

・松本 修己 元公立中学校校長

・大橋 美子 元公立小学校校長

・乾 浩章 元公立中学校校長

弘
済
会
奈
良
支
部

・山田 均 元公立小学校校長

・梅田 真宏 元県立特別支援学校校長

・大石 健一 奈良県教育長

・谷垣 康 都市教育長協議会会長

・廣見 敦志 町村教育長会会長

顧 問
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幹 事
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役
員
一
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敬
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日本教育公務員弘済会奈良支部

支 部 長 辰巳 政人

専任幹事 前川 裕道

主 事 中島 秀晃

主 事 奥本 芳子

・楳原 敏男 公立中学校校長

・楠 利夫 公立中学校校長

・千葉 暁 公立中学校校長

・田中祐一郎 公立小学校校長

・鶴原 龍弘 国立小学校教諭

・松塚 佳也 公立中学校校長

・安原 直彦 県立高等学校校長

・和束 栄美 公立中学校養護教諭

・水上 智裕 公立小学校長会評議員

・常盤 陽子 公立小学校長会評議員

・東条 武士 公立小学校長会評議員

・城野 聖一 公立小学校長会評議員

・吉田 誠剛 公立小学校長会評議員

・山口 幸夫 公立中学校長会支部長

・大村 泰弘 公立中学校長会支部長

・勝村 嘉文 公立中学校長会支部長

・奥野 学 公立中学校長会支部長

・山本 剛 公立中学校長会支部長

・富倉 勇 県公立小中学校教頭会代表

・山田 隆文 県高等学校等教頭協議会代表

・的場亜矢子 県公立小中学校事務研究会

・井上 武士 県公立学校事務長会

・田中 健一 県公立高等学校事務職員協会

・長谷川 智 県小･中･高生徒指導連絡会

・森 三恵子 県養護教育研究会代表
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県教育委員会では、令和５年３月に「学校における働き方改革推進プラン」を改定しま

した。令和５年度には、中高連携システムやＷｅｂ出願による入試業務の効率化、働き方

改革の好事例やアイデアを共有できるプラットホームの設置などに取り組みました。今年

度は、学校現場の教員負担軽減のため、「教師にゆとりを！こどもに笑顔を！プロジェク

ト」として、スクールカウンセラー（ＳＣ）、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）、

学習支援員、教育業務支援員の配置を拡充します。また、部活動指導員の配置を拡充し、

中学校における休日の学校部活動の地域クラブ活動への移行を推進します。教員が子ども

と向き合う時間を十分に確保し、教育の質の向上を図ることができるよう、引き続き、働

き方改革に取り組んでいきます。

奈良教弘でも、青少年の健全な育成に関わる教育振興事業だけでなく、「最終受益者は

子どもたち」を合い言葉に教職員に向けての福祉事業、共済事業に取り組まれています。

子どもたちの未来が輝かしいものになるよう、奈良教弘とともに、奈良県の教育を前進さ

せていきたいと思います。

奈良県教育委員会

教育長 大石 健一

ご就任をお願いして快く
受けていただきました。

奈良教弘顧問

長年、奈良県教育に携わって来られた立場

から広くご助言、ご提言をいただきます。

ご指導をもとに、奈良教弘の取り組みが、

子どもたちの明るい未来につながっていくこ

とを願って各種事業を推進してまいります。

奈良県教育次長 小谷 隆男 様

奈良県教育長 大石 健一 様

奈良県町村教育長会 会長
大淀町教育委員会
教育長 廣見 敦志 様

奈良県都市教育長協議会 会長
大和郡山市教育委員会
教育長 谷垣 康 様

「教師にゆとりを！こどもに笑顔を！」
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2023年度事業報告（概要）

奨学事業

● 貸与奨学金・・・・・・・・・・・・

● 給付奨学金（高校生等）・・・・・・・・

● 給付奨学金（大学生等）・・・・・・・・

教育研究助成事業

● 教育実践研究論文・・・・・・・・

● 学校教育研究活動助成・・・・・・

５名 ４５０.０万円

６６名 ３３０.０万円

４名 ５７６.０万円

応募１５編 ７０.９万円

７６校 ５２５.０万円

福祉事業

● 満５０歳祝金・・・・・・・・・・

● 結婚祝金・・・・・・・・・・・・

● 出産祝金・・・・・・・・・・・・

● 弔慰金・・・・・・・・・・・・・

● 宿泊補助・・・・・・・・・・・・

● 人間ドッグ補助・・・・・・・・・

● 観戦鑑賞見学補助・・・・・・・・

● 応援キャンペーン・・・・・・・・

● バスツアー・・・・・・・・・・・

● 劇団四季観劇・・・・・・・・・・

● 新喜劇観劇・・・・・・・・・・・

６６件 １９.８万円

６２件 ７２.０万円

１４８件 ７４.０万円

５件 ５.０万円

２９件 ８.７万円

６１９件 １９９.９万円

３４２件 １０２.６万円

６回 ２１３.８万円

３２名 ３３.３万円

４０名 ２７.１万円

１１０名 ２７.７万円

（前略）・・・ゲーム感覚で触って覚えられるので、積極的に教材を活用し頑張って

都道府県名を覚えようとしている姿勢が見られた。この様に教材が新しく増える

ことによって、子どもたちの教育活動の範囲が一気に広がると同時に、興味関心

がわき、生き生きと子どもたちが取り組むことは学校にとっても教員にとっても

非常にうれしいことであり、実際に子どもたちの力になっていることは確かであ

る。将来を担う子どもたちに十分な教育を提供してあげることこそが学校の役目

であり、日本の役目であると思っている。そういった意味でも今回の助成金を教

材に有効利用でき非常に感謝している。 （M小学校）

● 教育研究団体助成事業・・・・・・

● 教育研究大会助成事業・・・・・・

１３団体 １４０.０万円

８大会 ６５.０万円

この度は、公益財団法人日本教育公務員弘済会から奨学金のご支援をいただき、あり

がとうございます。高等学校に入学後、家族の支えもあり、私は学業に専念することが

できました。そんな中、友人とお互いの将来の話などする中で、自分自身の「美容師に

なりたい」という夢が明確になり、それを実現させたいという思いが強くなりました。高

校2年生の秋頃から専門学校の資料を請求し、いろいろな学校のオープンキャンパスに

参加しました。その中でも、より自分の夢に近づくことができる専門学校を第1志望に

決めました。今後は、高校卒業までしっかりと学生生活を送り、進学後も夢に向かって

頑張りたいと思います。ご支援をくださった全ての方々に心よりお礼申し上げます。

（Y高等学校生）

● 花いっぱいプレゼント・・・・・・

● 奈良教弘文庫助成・・・・・・・・

３２４校園 １２３.３万円

１３７校園 ６８５.０万円

■教育振興事業
教育文化事業

花植活動は生徒会環境委員会とボランティアを募って年間を通して行った。12月１日には、いただいたチ

ューリップの球根とビオラなどの冬から春に咲く花の苗を植える活動を、約50名の生徒と教職員が参加し

て行った。花植え時には、１年生から３年生まで委員会だけでなく色々な部活動所属の生徒などもボランテ

ィアで参加し、委員会担当や園芸が得意な教職員がアドバイスしながら和やかな雰囲気で活動している。

寒い冬の間、職員玄関前など校内を色とりどりの花で明るく心あたたまる環境をつくり、4月には新入生

をチューリップをはじめとする花いっぱいの校舎で迎えることができた。

今後も世話を続けていきたいと考えている。また、今後は地域のボランティアの方と一緒に活動したり、

公共施設等へ育てた寄せ植えを贈るなど、活動の充実・深化もはかっていきたい。 （G中学校）

「教弘保険に加入しているのだから利用してください」と、学校担当者から教えてもらった。人間ドックの

領収書と、映画の半券で申請して補助金を受け取った。健康にも財布にも優しい取り組みだと思う。ぜひ来

年も実施して欲しい。 （奈良市 F）
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募集期間 2024年4月1日～ 9月5日
＜優秀賞＞

・学校部門〔１０万円〕

・個人部門〔５万円〕

募集部門 学校部門・個人部門

＜奨励賞＞

・学校部門〔５万円〕

・個人部門〔２万円〕

表 彰

主催：公益財団法人日本教育公務員弘済会奈良支部
後援：文部科学省

令和5年度日教弘教育賞（奨励賞）

Q： 栗山先生、日教弘教育賞の受賞おめでとうござ

います。この賞を2度も受賞されるというのは聞いた

ことのない快挙です。今の率直なご心境はいかがで

すか。

奈良市立若草中学校の栗山泰幸先生が執筆された教

育論文『発達支持的生徒指導の具体的実践についての

研究〜認めて褒めて感謝する美点凝視の活動を題材に

〜』が令和5年度日教弘教育賞（奨励賞）を受賞され

ました。栗山先生は、平成26年度にも『社会科学習を

通したアクティブ・ラーナーの育成』で日教弘教育賞

（優秀賞）を受賞されており、今回が2度目の受賞と

いう快挙になります。（以下、対談表中敬称略）

栗山 ありがとうございます。大変嬉しく、光栄な

気持ちです。これまで出会った子どもたちや先生方

またこの論文を全国に推薦していただいた奈良教弘

の皆様に心から感謝しています。

Q： さて、今回の受賞論文では、『発達支持的生徒

指導についての具体的実践』を研究主題とされまし

た。この論文の要旨を簡単に教えていただけますか。

栗山 2022年に生徒指導提要が改正され、すべての

児童生徒の発達を支える生徒指導が求められるよう

になりました。本論文では、この「発達を支える生

徒指導」の具体的実践について、勤務校で取り組ん

できた、互いの良さを認めて褒めて感謝する「美点

凝視」の取り組みを一つの題材として、公認心理師

の生徒指導主事という立場から、実践の理論的な背

景と効果をまとめて考察しました。

Q： 栗山先生は平成26年度にも『社会科学習を通し

たアクティブラーナーの育成』で日教弘教育賞の優

秀賞を受賞され、個人部門で応募された論文として

は、当時の全国最高位となられていますね。これら

の論文を執筆されようと思われたきっかけは何だっ

たのでしょうか。また論文を書く際のポイントが何

かあれば教えていただきたいです。

栗山 私は教員として働き始めた当初から、学習指

導と生徒指導の両面から子どもたちを支えられる実

践力を身に付けたいと思っていました。端的に言え

ば「もっと授業が上手になりたい。もっと子どもた

ちの心の支えになりたい」と願っていたのです。

しかし、現実はそれほど甘くなく、私は試行錯誤

の毎日を過ごしてきました。そこで、せめて自分の

教育実践を客観的に見つめ直すことができるようし

ようと、論文にまとめて考察を深めることにしたの

です。お恥ずかしながら、いまだに試行錯誤の毎日

は続いているのですが、こうして授業実践と生徒指

導実践をまとめたそれぞれの論文が、どちらも身に

余るご評価をいただいたことは、本当にありがたい

ことだと心から感謝しています。

また、論文を書くにあたってのポイントは、奈良

教弘のホームページに過去の受賞作品が掲載されて

いますのでそちらを参考にされるのが良いのではな

いでしょうか。私もたくさんの先輩方の論文を参考

にさせていただくことができて助かりました。あり

がとうございました。

私たち奈良教弘としましては、これをきっかけに

よりたくさんの先生方に論文の応募をしていただき

たいと考えています。ぜひ、奈良教弘のホームペー

ジをご確認ください。栗山先生、本日はありがとう

ございました。

◆二度目の受賞

◆論文の要旨

◆論文を書くポイント

教育研究実践論文 募集中

■
福
祉
事
業

三輪素麺 を抽選で、３５０名様に（実施中）

応募受付

7月16日まで
応募は二次元バーコードより
詳しくは奈良支部HP

を抽選で、２４０名様に

8月26日より応募受付開始

都祁産
新 米

■ 応募は、弘済会公式LINEアカウントからの申込になります。まだ追加登録
がお済みでない方はこの機会にご登録ください。クーポンなどのお得な情

報を受け取れます。

■ 抽選に外れた方にもWチャンスとして、2025年1月実施の復活キャンペーン
に自動エントリーします。応募回数に応じてWチャンスの当選確率がアップ
しますので振るってご応募ください。

宝塚歌劇団観劇会が、諸般の事情により中止となりました。ご観劇を楽
しみにされていた会員さま方には、大変ご迷惑をお掛け致しますことお詫
びいたします。代替事業として、抽選で40名様に有名ホテル・レストラン
クーポン券の、いずれか1つを友の会価格（2,000円）で斡旋します。

友の会は、退職後も教弘保険を継続されている方が対象です。

応募締切日

2024年8月20日
（消印有効）まで

■ 郵便ハガキによりご応募を受付けています。電話・ＦＡＸ・電子メ
ールからのご応募は受付けておりません。

■ 郵便ハガキに、ご住所（郵便番号）、お名前（フリガナ）、生年月日、お電話

番号、ご希望のクーポン名を明記の上、弘済会奈良支部までご郵送ください。

■ 抽選で当選された方には、９月上旬に郵送にてご案内いたします。電話やメー

ルでの当選結果のご質問には、お答えできません。また、落選された方へのご
連絡はございませんので予めご了承ください。

友の会

奈良市立若草中学校 栗山泰幸 先生

教
弘
保
険
ご
加
入
者
様
限
定
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元々、中学校の教諭ですが2023年度から三宅小学
校の校長先生をされています。若々しく爽やかな先
生だというのが、私の第一印象でした。
中学校と小学校とでは子どもの対応が異なるとの

ことで三宅小学校ではお昼時間に校長室を開放し子
どもと交流する時間を取っておられるそうです。校
長室には子どもが描いた絵が飾られており親しみを
感じました。
いつも校長先生は、ご多用にされているので、学

校を訪問させていただいたときはご不在であること
が多いのですが、お会いし
た時にはいつも優しい笑顔
で迎えてくださり、時には
校長室で私の話を聞いてく
ださいます。
これからも森本先生のた

め、また三宅小学校の先生
方のために生活の安心につ
ながる情報やより豊かな生
活を送っていただくために
役立つ情報をお届けしたい
と思っております。

抜けるような青空が広がっています。待ちに待った日帰りバスツアー。参加者が続々とバスに乗り込みます。

奈良駅を予定通り出発。途中、針テラスからの参加者と合流をし、一路名古屋へ順調にバスは走ります。名阪国道から見える景色
は初夏の装い。整然と稲の苗が並んでいる田んぼや新緑の美しい山、そして、山を駆ける鹿も見ることができました。
たくさんの応募者の中から選ばれた幸運の参加者。ここで簡単な自己紹介タイムが持たれました。退職をして数年の人から大先

輩まで、それぞれの教職歴や今の生活など、話は尽きません。大先輩のお元気なお話を聞き、若輩者のわたしはまだまだ頑張らな
ければと励まされました。
今回の旅のメインイベントでしょう。あつた蓬莱軒に到着。歴史を感じる風情あふれる建物とお庭。そして、長く守り続けられ

た伝統の味「ひつまぶし」。お櫃をあけて匂いで感動、一口食べて、そのおいしさにため息。胃袋が許す限り堪能しました。気が
つくと、お店の前にはたくさんの行列。さすが老舗の人気店。
お腹も心も大満足で、熱田神宮を参詣。名古屋の大都会の中にありながら、深閑としずまる広大な境内には、大楠の新緑が美し

く、心洗われる時を過ごしました。その後、徳川家康によって建てられた名古屋城へ。黄金の鯱を頂く大天守、絢爛豪華な本丸御
殿、さらに勇壮な石垣に圧倒される名城でした。
いっぱいの笑顔とお土産をたくさん抱えてバスは一路奈良へ向かいます。ひつまぶしを堪能し、熱田神宮、名古屋城を巡り、ひ

まつぶしではなく、十分有意義な楽しい旅になりました。旧交を温めたり、健康談議に花を咲かせたり、先輩にこれからの生き方
を学んだり、忘れることのできない1日となりました。お世話をいただいた皆さんに感謝をします。ありがとうございました。

弘済会奈良支部
LINE公式アカウント

友だち登録でお得な情報をGETしよう♪

ハサミを使ったり、文字を書いたりすることが苦手で「できないよ。先生やって！」と、言うことも多かったの
ですが、一緒に取り組むことで少しずつ自信をもてるようになってきました。「先生やって」から「一緒にしよ
う」「頑張るよ」と日に日に前向きな発言が多く見られるようになりました。今では、こちらが「手伝ってくれ
る？」と声をかけると「僕に任せて！」と言って助けてくれたり、友だちと一緒に遊んだり楽しい毎日を過ごし
てくれています。

3年生担任でした。最後の一般選抜の受検前に、すでに進路を決めたクラスメートから受検する仲間にメッセージ
と使い捨てカイロがプレゼントされました。学年としても担任としても何も指示もしていません、自分たちで考えて
行動してくれました。受け渡しの際にはお互いに笑顔があふれ、とても爽やかな瞬間に立ち会うことができました。

支援学校で担当している子どものエピソードです。
間違ったことをしてはいけないと思って過ごしてきたＡくん。ただ、何をするのも自
信がなく、授業に入ることはもちろん、教室に入ることすらなかなかできず、登校し
ては別室で過ごす毎日でした。ところがある日、健診があって好きな授業に遅刻した
とき「遅れるのが嫌」と泣き出しました。教室で友だちと一緒に朝の会を受けて、み
んなと一緒に教室移動をすることで遅刻しなくなるのでは…と提案したところ、次の
日から時間になると教室へ行くように。

３月 キャンペーン応募メッセージ

この1年で子どもたちが「成長した！」と思うこと

子どもたち同士での声かけや励まし合いができるようになり、クラスがあたたかい雰囲気になりました。担任がい
なくても、掃除を始めていたり体育の体操を始めていたりと2年生でも自分たちで行動できるようになりびっくりし
ています。子どもの1年間の成長が素晴らしすぎて、成長できていない自分が恥ずかしいです。

２月 LINE登録クイズ
手作り似顔絵スタンププレゼント

先生ご紹介
ステキな

私がご紹介させていただく先生は、川上村立か
わかみ源流学園の前 浩輔（まえ ひろすけ）校
長先生です。初めてお会いしたのは、約15年前で
私が入社して3年目の頃です。

前校長先生はいつもあたたかく迎えてくださる
だけでなく、教弘事業に対しても、
とてもご理解くださっています。

また、前校長先生は
学校環境をより良くす
るために、ご自身でい
ろんなことを考え、実
践されています。

そんな前校長先生の姿
を見て、私ももっと学校
の先生や、生徒さん達の
力になりたいと思ってい
ます。

いつも笑顔で いつもあたたかい校長先生

ジブラルタ生命学校担当者が出会った

三宅町立三宅小学校

校長

森本 智士先生

ジブラルタ生命

天理営業所

濱 多鶴子

川上村立
かわかみ源流学園

校長

前 浩輔先生

ジブラルタ生命

五條営業所

清水 博美

友の会バスツアー
～ひつまぶしか ひまつぶしか in 名古屋～
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■明るい印象の先生

H先生との出会いは、担当校の新採用の先生にお祝いのプレゼントをお届けする贈呈式の日、新年度が始まった４月のこ

とでした。社会人としてスタートされてすぐということもあったのか、緊張された様子で入室されました。話を始めると、

まっすぐな視線で話を聞いてくださる姿がとても初々しく感じました。お声をかけると、受け答えもとても丁寧で、キラ

キラした可愛らしい笑顔が印象的でした。

■先生のご家族

次にお会いした際、私はどうしてもお尋ねしたい質問がありました。「なぜ先生という職業を選ばれたのですか？」

H先生は「父にあこがれたからです。」とお応えになりました。お話を詳しくお聞きすると、お父様は教職員として永くお

勤めになっており、H先生は幼少期から教育者としての父の姿や考え、生徒に対する想いに触れるにつれ、尊敬するように

なったとの事でした。

H先生自身、第一印象の明るさだけではなく、非常に真っすぐで芯の強いイメージや、「先生としてこうありたい」とい

う熱い想いも、お父様の影響があったからだと納得できました。私自身、子供から尊敬される存在になれているとしたら

すごく嬉しく思うので、「是非、お父様にその想いをお伝えしてくださいね。」「私なら感動して泣いてしまいます。」

また、ご家族・親戚の全員が仲良く、信頼関係が強いのもあって、大学から一人暮らしをする事にも全力で応援してもら

えたようでした。ご家族、親戚みんなで撮った写真を見せてくださって、先生の家族への想いをたくさん聞かせていただ

きました。先生のご家族への想いの大きさに触れ、涙ぐまれている先生を見て、それまで我慢していた涙が溢れてしまい

先生と一緒に号泣してしまいました。

■大切な人

今まで大切に育ててくれたご両親やご兄弟へ、社会人になりプレゼントを贈ったりと恩返しも欠かさない先生。

自分に“もしも”があったときは悲しい思いをさせてしまうが、人生のリスクに対して大切なご家族に迷惑をかけたくな

いとお考えで、自分でしっかり対策はしておきたいとのことでした。現実問題としてのお金の問題に備えるには、保障を

持つ事に年齢は関係ありません。私たちはそれぞれ、大切なひとに支えられ生きています。H先生のご家族に対する想いを

お聞きし、再認識していただく事ができました。『あなたには大切な人がいますか？』このシンプルな質問の答えが保障

を持つ事だと改めて感じた私の貴重な経験となりました。

■大切な人への“想い”をカタチに

自分を大切に想ってくれる人がいて、自分が大切に想っている人がいる。そんな人間愛・家族愛の“想い”を皆様から

聞かせていただき大切な人への“想い”をカタチにするお手伝いができるこの仕事に使命感を感じています。

『あなたには大切な人がいますか？』

奈良第三営業所
東條 繭

あなたには大切なひとがいますか？


